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グランプリ

堺市

介護予防とコミュニティ創出の鍵は？？
マンホールにあり！！

PR ポイント!

健康増進に繋がる“歩く”と上下水道事業の“資産”をフルに活用したウォークラリーを “ICT 等
の新技術”も使って企画・実践し、庁内でも「効率的・効果的な事業実施」「商店街や文化施設を
巻き込んだ都市魅力の発信」「職員の負担がない」「ゼロ予算」等と庁内でも評価されています。

機能や特典に係る
市の負担なし



堺市健康福祉局　係長
多賀井　眞紀

堺市上下水道局　主査
竹田　由実

Key Person

取組の効果
毎月市内外から参加されており、コース各所から「人を呼び込む機会を創出してくれてありがたい」と感謝の
声をいただいています。また、参加者が好きなペースで歩けるため、密を避けられる他、友人等を誘い合って
参加するなど社会交流の活性化や運動の習慣化にも寄与しています。さらに、取組をとおして、企画の面白さ
だけにとらわれずに「市施策（KPI）に紐づいた企画か？」等、考える習慣や、課員同士でアイデアを出し合
う風土が醸成されました。

の

が

商店街

介護予防や健康に無関心だった方に事業に参加してもらう工夫が必要だと
考えていたところ、この取組を行うことになりました。他局がもつ資産を
活用することで、様々なチャンネルから健康増進へアプローチすることが
できました。

健康福祉局との連携により、本取組は健康志向の方へ上下水道事業に興味
や関心をもってもらうきっかけになりました。また、企画段階から、上
下水道らしさと堺市らしさを失わないようにしたことで、局内の理解だ
けでなく他局・商店街・文化施設といった組織の垣根を超えて、継続的・
長期的な企画が実現できました。
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